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一
、
は
じ
め
に 

茅
ヶ
崎
市
内
高
田
の
大
山
道
に
沿
っ
て
熊
野
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
境
内

に
二
基
の
手
洗
石
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
銘
の
も

の
に
、
こ
の
手
洗
石
を
作
っ
た
石
工
の
名
が
「
信
州
高
遠
城
下
藤
澤
郷
／
石
工 

守
屋
喜
八
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
州
高
遠
の
石
工
が
、
こ
こ
茅
ヶ
崎
の
手

洗
石
を
作
っ
た
、
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
こ
と
で
、
現
代
の
よ
う
に
交
通
が
発

達
し
て
い
な
い
時
代
に
ど
の
様
に
し
て
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
非
常
に
興
味

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
私
は
神
奈
川
県
文
化
財
協
会
の
会
員
と
し
て
登
録

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
機
関
誌
『
か
な
が
わ
文
化
財
』
第
一
一
一
号
に
掲
載

の
澤
田
五
十
二
氏
「
相
模
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
石
造
物
」
と
い
う
論
文
に
接

し
、
更
に
郷
土
会
の
倉
庫
に
『
高
遠
町
史
』
『
高
遠
の
石
仏
』
（
高
遠
町
誌
編
纂

委
員
会
）
お
よ
び
『
野
だ
ち
の
石
造
物
』
（
厚
木
市
文
化
財
報
告
書
第
十
三
集
）

等
の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
こ
こ
で
高
遠
の
石

工
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
た
。 

二
、
高
遠
の
石
工 

（
一
）
高
遠
藩
の
財
政 

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
高
遠
藩
は
松
代
藩
真
田
氏
に
よ
る
検
地
が
行 

 
 

わ
れ
た
結
果
、
三
万
九
千
石
余
の
石
高
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
高
遠
藩
は

摂
津
富
田
林
か
ら
内
藤
氏
が
三
万
三
千
石
で
就
封
し
た
が
、
残
り
の
六
千
石
余

は
幕
府
領
と
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
表
向
き
の
石
高
と
実
際
の
石
高
が

郷
土
ち
が
さ
き 
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同
じ
で
あ
る
こ
と
が
、
高
遠
藩
が
幕
末

ま
で
苦
し
い
財
政
を
強
い
ら
れ
た
原
因

で
し
た
。 

（
二
）
高
遠
藩
の
出
稼
ぎ
奨
励 

 

財
政
苦
し
い
高
遠
藩
は
、
領
内
の
耕

地
の
分
散
を
禁
じ
次
・
三
男
や
山 

 
 

峡
の
農
民
に
植
付
け
・
収
穫
期
以
外
の

期
間
に
出
稼
ぎ
を
奨
励
し
ま
し
た
。
当

初
は
組
単
位
で
出
稼
ぎ
に
行
き
、
農
繁

期
に
は
帰
藩
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
長
期
間
の
出
稼
ぎ
や
時
・
所
に

よ
っ
て
は
永
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
高
遠
藩
は
こ
の
出
稼
ぎ
人

に
対
し
て
運
用
金
（
税
金
）
を
取
っ
て

お
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
出
稼
ぎ
を
奨
励
し
て
い
ま
し
た
。 

（
三
）
高
遠
藩
に
石
工
が
輩
出
し
た
要
因 

（
『
高
遠
の
石
仏
』
よ
り
） 

①
高
遠
藩
で
も
藤
澤
郷
・
入
野
谷
郷
は
山
間
地
で
地
味
が
痩
せ
て
い
て
農
業
だ

け
で
は
生
活
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。（
高
田
の
熊
野
神
社
の
手
洗
石
は
藤
澤

郷
の
石
工
の
作
で
す
。
） 

②
藤
澤
地
区
等
は
通
称
高
遠
石
・
青
石
と
い
っ
た
石
の
産
地
。 

③
採
石
・
石
積
み
等
は
道
具
に
金
が
か
か
ら
な
い
。 

④
石
工
作
業
は
日
当
が
高
い
。 

⑤
江
戸
時
代
も
中
期
以
後
は
諸
種
の
講
が
作
ら
れ
、
社
寺
の
参
拝
も
盛
ん
に
な

り
石
造
物
の
造
立
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

⑥
高
遠
藩
は
石
工
の
出
稼
ぎ
を
奨
励
し
て
い
た
・
・
・
運
上
金
が
狙
い 

⑦
藤
澤
郷
等
は
村
内
に
石
工
が
多
く
、
年
少
者
も
自
然
に
後
継
者
と
な
っ
て
い

っ
た
。
立
派
な
石
工
に
な
る
こ
と
は
、
生
計
が
立
つ
か
ど
う
か
の
命
懸
け
の

仕
事
で
し
た
。 

三
、
高
遠
石
工
の
進
出
分
布 

①
高
遠
藩
は
信
濃
の
国
に
あ
り
、
当
初
は
国
内
が
中
心
で
し
た
が
、
次
い
で
甲

斐
の
国
、
そ
し
て
次
第
に
関
東
・
東
海
・
中
部
な
ど
へ
と
広
が
っ
て
行
き
ま

し
た
。 

②
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
高
遠
領
藤
澤
郷
・
入
野
谷
郷
出
稼
ぎ
数 

信
濃 

一
二
九
名 

 

上
野 

四
五
名 

 

甲
斐 

九
七
名 

武
蔵 
 

一
〇
名 

 

美
濃 

三
一
名 

 

相
模 

一
四
名 

地
元
信
濃
と
甲
斐
は
距
離
が
近
い
だ
け
あ
っ
て
数
が
多
い
。
そ
し
て
入
野
谷

郷
の
石
工
は
甲
斐
の
国
が
多
く
、
藤
澤
郷
は
相
模
・
甲
斐
・
上
野
が
多
い
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

③
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
高
遠
の
石
工
は
高
遠
領
内
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
で
、

在
銘
の
も
の
は
わ
ず
か
三
基
の
み
で
す
。 

④
相
模
国
で
の
「
相
模
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
石
造
物
」
依
る
と
高
遠
石
造
物

の
数
は
五
六
基
（
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
茅
ヶ
崎
の
一
基
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
）
で
す
が
、
他
の
領
国
の
数
は
現
在
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

四
、
相
模
に
お
け
る
高
遠
石
工
に
よ
る
石
造
物 

 

以
下
の
数
値
は
『
か
な
が
わ
文
化
財
』
第
一
一
一
号
所
収
の
「
相
模
に
お
け

る
高
遠
石
工
の
石
造
物
」
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。 

（
一
）
調
査
し
た
石
造
物
の
全
体
像
・
・
・
判
明
し
た
数
五
六
基 

①
市
町
村
別
の
分
布
状
況 

伊
勢
原
市
一
二
基 

相
模
原
市 

九
基 

厚
木
市 

 

八
基 

海
老
名
市 

五
基 

平
塚
市 

 

四
基 

南
足
柄
市 

三
基 

清
川
村 

 

三
基 

そ
の
他 

一
二
基 

合
計 

 

五
六
基 

②
石
造
物
の
種
類
別 

地
蔵
菩
薩
一
〇
基 

宝
篋
印
塔
一
一
基 

題
目
塔 

 

五
基 

萬
霊
塔 

 

五
基 

手
洗
石 

 

四
基 

墓
碑
石
碑 

六
基 

そ
の
他 

一
五
基
（
石
灯
籠
・
廻
国
供
養
塔
・
観
音
各
二
基
） 

③
年
代
別
に
み
た
造
立
数 

一
七
〇
一
～
一
七
二
五
（
二
五
年
間
） 

七
基 

一
七
二
六
～
一
七
五
〇
（
同
） 

 
 

 

八
基 

一
七
五
一
～
一
七
七
五
（
同
） 

 
 

一
五
基 

一
七
七
六
～
一
八
〇
〇
（
同
） 

 
 

一
七
基 
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一
八
〇
一
～
一
八
七
五
（
七
五
年
間
） 

七
基 

 

不
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
基 

（
二
）
相
模
国
で
の
高
遠
石
工
の
活
躍 

①
高
遠
町
か
ら
相
模
国
へ
の
出
稼
ぎ
は
、
元
禄
の
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
お
よ
そ

一
六
〇
年
間
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。 

②
初
期
の
頃
は
相
模
国
の
村
内
の
需
要
に
応
じ
て
様
々
な
生
活
用
具
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
特
に
農
家
で
は
石
臼
が
必
需
品
で
、
そ
の
需
要
が
高
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。 

③
今
回
調
査
の
高
遠
石
工
は
四
一
名
（
五
六
基
）
を
数
え
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
銘
を
残
さ
な
か
っ
た
石
工
、
石
切
り
の
み
の
者
な
ど
で
こ
の
何
十
倍
も
の

数
の
人
が
出
稼
ぎ
に
来
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
三
）
高
遠
石
工
の
終
焉 

高
遠
石
工
の
出
稼
ぎ
は
江
戸
時
代
の
後
期
か
ら
減
少
し
始
め
、
幕
末
頃
に
は

殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
全
国
的
に
養
蚕
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
遠
も
同
様
に
地
元
で
の
人
の
需
要
が
た
か
ま
り
、
出
稼

ぎ
が
必
要
無
く
な
っ
た
こ
と
、
及
び
高
遠
石
工
が
出
稼
ぎ
地
で
定
着
し
石
工
へ

の
指
導
の
結
果
、
高
遠
石
工
の
新
た
な
必
要
が
無
く
な
っ
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

今
回
高
遠
の
石
工
に
つ
い
て
少
な
い
な
が
ら
も
資
料
を
入
手
し
ま
し
た
の
で
、

高
田
の
熊
野
神
社
の
手
洗
石
の
銘
文
を
も
と
に
高
遠
石
工
に
つ
い
て
記
し
ま
し

た
。
勉
強
す
る
ほ
ど
に
、
ま
だ
ま
だ
資
料
が
足
ら
ず
、
今
後
さ
ら
に
調
べ
て
何

時
の
日
に
か
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 こ

れ
か
ら
の
郷
土
会
関
係
の
行
事 

一 

文
化
祭
の
展
示 

日
時 

 

十
一
月
五
日
（
土
）
午
前
十
一
時
～
午
後
四
時 

十
一
月
六
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分 

 
 

 

展
示
内
容 

写
真
展
「
相
模
国
の
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て
」 

 

熱
海
の
湯 

舟
で
運
ば
れ
た
物
語 

 

柳
島
か
ら
津
久
井
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原 

俊
一 

  

『
郷
土
ち
が
さ
き
』
第
一
三
三
号
に
「
一
片
の
紙
片
か
ら
」
と
い
う
題
で
、

熱
海
の
温
泉
が
柳
島
に
運
ば
れ
、
そ
の
温
泉
が
現
在
の
柳
島
の
フ
ラ
ン
ス
料
理

店
「
ル
・
ニ
コ
・
ア
・
オ
ー
ミ
ナ
ミ
」
の
敷
地
内
に
残
る
「
あ
た
み 

か
わ
ら

ゆ 

湯
治
所 

山
口
屋
」
と
い
う
碑
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
調
べ
て
書

い
た
。 

 

こ
れ
に
は
続
き
が
あ
っ
て
、
津
久
井
郡
三
井
村
（
み
い
む
ら
）
の
山
岸
宗
左

衞
門
が
藤
間
善
左
衞
門
に
宛
て
た
手
紙
が
、
故
藤
間
善
一
郎
氏
の
手
書
き
文
書

「
数
枚
の
紙
片
か
ら 

其
の
一
（
あ
た
み 

湯
治
所
の
事
）
」
に
書
き
取
ら
れ
て

残
っ
て
い
る
。
以
下
引
用
す
る
。 

 
 

口 

代 

粛
呈
仕
候
、
秋
気
（
マ
マ
）
漸
次
に
致
増
処
、
御
全
家
様
、
無
事
消
光
に
御
座

候
や
、
次
に
熱
海
温
泉
代
価
一
樽
何
程
位
に
御
座
候
や
、
一
寸
御
伺
候
、
但
し

小
生
近
隣
の
者
、
温
泉
を
当
春
よ
り
営
業
仕
、
須
賀
浦
よ
り
只
今
直
買
入
居
候

へ
共
、
御
貴
君
店
何
程
か
、
安
値
の
御
咄
に
候
、
小
生
に
聞
合
せ
く
れ
と
の
伝

言
有
之
、
就
て
は
、
明
樽
（
空
樽
の
こ
と
か
、
筆
者
注
記
）
か
少
々
有
之
候
間
、

代
金
の
儀
相
分
り
候
へ
ば
、
金
子
持
参
致
し
、
直
ち
に
買
入
運
搬
致
度
、
依
て

代
価
成
丈
御
勉
強
願
度
、
代
価
確
定
致
し
、
直
ち
に
御
報
答
至
急
願
度
候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

津
久
井
郡
三
井
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
岸
宗
左
衞
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
座
郡
柳
島
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
間
善
左
衞
門
様 

 

右
記
の
資
料
は
年
月
が
不
詳
な
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
熱
海
か
ら
の
資
料
は

明
治
十
年(

一
八
七
七)

五
月
十
日
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
頃
と
推
定
す
る
。
津
久

井
郡
の
当
時
の
温
泉
宿
は
「
温
泉
」
と
い
う
一
言
で
言
い
表
さ
れ
た
久
保
沢
の

清
泉
亭
（
八
木
清
楼
と
も
い
わ
れ
る
）
が
あ
る
。
馬
に
乗
せ
て
運
ん
だ
坂
は
温

こ
れ
か
ら
の
郷
土
会
関
係
の
行
事 

 

文
化
祭
の
展
示 

日
時 

 

一
一
月
五
日
（
土
）
午
前
一
一
時
～
午
後
四
時 

六
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時
三
〇
分 

 
 

 

展
示
内
容 

写
真
展
「
相
模
国
の
修
験
道
の
聖
地
を
訪
ね
て
」 
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★は大久保の温泉坂と小倉、下線は三井と根小屋の位置 

泉
坂

と
い

う
地

名
で

残
っ

て
い

る
。

こ
の

清
泉

亭
は

明
治

十
年

代
、

熱
海

か
ら

温
泉
の
湯
を
運
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
他
に
は
根
小
屋

の
ア
ラ
ク
（
荒
久
）
の
温
泉
が
「
古
屋
清
光
日
誌
」
（
『
城
山
町
史
』
３
資
料
編

❘
近
現
代 

七
三
頁
）
に
出
て
来
る
。 

 

清
泉
亭
と
根
小
屋
の
ア
ラ
ク
温
泉
を
比
較
す
る
と
、
清
泉
亭
の
あ
っ
た
久
保

沢
は
明
治
時
代
津
久
井
の
中
心
の
一
つ
で
東
の
玄
関
口
と
い
わ
れ
、
根
小
屋
よ

り
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
資
料
に
出
て
来
る
根
小
屋
は
た
だ
一
カ
所
で
あ
る
。

そ
こ
で
津
久
井
郡
三
井
村
の
山
岸
宗
左
右
衞
門
に
温
泉
の
買
い
付
け
を
依
頼
し

た
温
泉
宿
の
主
人
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
津
久
井
に
熱
海
か
ら
温
泉
を
持

っ
て
く
る
と
い
う
発
想
は
相
当
な
奇
人
、
起
業
家
で
あ
る
。
八
木
蔦
雨
（
ち
ょ

う
う
） 

氏
が
著
し
た
『
久
保
沢
こ
ぼ
れ
話
』
で
清
泉
亭
を
起
こ
し
た
八
木
清
七

と
い
う
人
の
こ
と
を
「
相
当
な
野
心
家
（
事
業
家
）
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
を

裏
打
ち
す
る
よ
う
な
こ
と
を
『
久
保
沢
こ
ぼ
れ
話
』
に
載
せ
て
い
る
。
以
下
引

用
す
る
。
な
お
、
寝
小
屋
は
県
立
津
久
井
湖
城
山
公
園
の
西
に
あ
る
。 

「
さ
て
、
こ
の
土
地
か
ら
は
、
温
泉
は
も
と
よ
り
冷
泉
さ
え
湧
き
出
な
い
。
だ

が
こ
の
清
七
と
い
う
人
物
、
事

業
の
鬼
と
で
も
い
う
か
、
あ
の

有
名
な
熱
海
か
ら
温
泉
の
湯
を

四
斗
樽
に
詰
め
て
、
駄
馬
の
背

に
よ
っ
て
運
ん
で
来
た
。
個
人

の
事
業
と
し
て
は
他
に
類
例
を

見
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の

だ
。
そ
れ
か
ら
温
泉
宿
の
標
識

の
旗
を
高
々
と
掲
げ
、
ま
た
う

ち
わ
へ
「
温
泉
」
の
文
字
と
建

物
の
全
景
を
描
い
た
絵
を
印
刷

し
、
そ
れ
を
久
保
沢
の
家
毎
に

配
っ
た
り
し
た
。
現
今
な
ら
各

商
店
が
暑
中
伺
い
の
う
ち
わ
を

配
る
な
ど
何
の
ふ
し
ぎ
も
な
い

が
、
八
十
年
も
九
十
年
も
前
に

す
で
に
そ
れ
を
や
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
商
魂
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
そ
の
新
機
軸
を
出
し
た

と
こ
ろ
な
ど
絶
賛
に
価
す
る
も

の
が
あ
ろ
う
。 

 

湯
宿
の
大
建
築
の
一
番
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
三
十
畳
か
四
十
畳
位
の
大
座

敷
が
あ
り
、
そ
こ
へ
舞
台
を
作
り
、
八
王
子
か
ら
芸
者
を
呼
ん
で
、
手
踊
り
・

義
太
夫
・
手
品
な
ど
、
三
日
間
ず
つ
交
代
で
や
っ
て
見
せ
た
。
現
今
の
何
々
セ

ン
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
宿
場
久
保
沢
の
繁
昌
を
反
映
し
て
、
夜
と
な

く
昼
と
な
く
弦
歌
の
声
が
絶
え
ず
、
久
保
沢
名
物
「
温
泉
」
の
名
は
近
郷
へ
知

れ
渡
っ
て
い
っ
た
。
」
（
同
書 

温
泉
坂
の
由
来
一
三
頁
） 

 

こ
の
清
七
と
い
う
人
物
は
い
か
に
商
才
に
た
け
、
企
画
力
に
富
ん
で
い
た
か

が
わ
か
る
。
こ
の
人
物
を
考
え
る
と
、
小
倉
の
河
岸
ま
で
相
模
川
で
熱
海
の
湯

を
運
び
、
そ
こ
か
ら
馬
の
背
に
四
斗
樽
を
乗
せ
て
熱
海
か
ら
馬
の
背
で
運
ん
で

④温泉坂、⑥清泉亭 

④から下に伸びるグレーの線は市場があった

ところ。「市場」とは今で言うところの商店街。

(『城山町の地名』（改定版）の１８頁第４図「久

保沢地区地名配置図」を一部修正・加筆) 
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来
た
と
噂
を
立
て
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。 

 

甲
州
か
ら
流
れ
着
き
、
八
木
屋
の
八
木
兵
輔
に
取
り
入
り
、
後
に
清
泉
亭
を

建
て
た
土
地
を
無
償
で
も
ら
い
、
姓
ま
で
も
ら
う
ほ
ど
の
信
頼
を
得
た
ほ
ど
の

人
物
で
あ
る
。
そ
の
位
の
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
よ
っ
て
津
久
井
の
温
泉

宿
は
こ
の
清
泉
亭
と
確
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
温
泉
宿

の
つ
く
り
も
「
間
口
六
間
、
奥
行
五
間
、
二
階
建
と
い
う
大
建
築
へ
、
土
地
の

傾
斜
を
利
用
し
て
百
メ
ー
ト
ル
も
の
間
を
城
郭
の
ご
と
く
ひ
と
つ
づ
き
に
、
階

段
伝
い
に
そ
の
中
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
作
っ
た
」（
同
書 

温
泉
坂
の
由
来

一
三
頁
）
と
い
う
か
ら
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

熱
海
の
湯
が
海
路
柳
島
に
運
ば
れ
、「
あ
た
み 

か
わ
ら
ゆ 

湯
治
所 

山
口

屋
」
の
温
泉
と
な
り
、
相
模
川
を
溯
っ
て
、
津
久
井
の
久
保
沢
で
「
温
泉
坂
」

と
い
う
地
名
を
残
し
た
清
泉
亭
と
い
う
温
泉
宿
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
明
治
十

年
代
の
話
で
あ
る
。 

 

参
考
ま
で
に
、
温
泉
坂
、
三
井
村
、
小
倉
、
根
小
屋
の
位
置
を
示
すg

o
o
g

le
 

マ
ッ
プ
と
、
温
泉
坂
・
清
泉
亭
・
市
場
（
今
で
言
う
商
店
街
）
の
位
置
が
わ
か

る
地
図
（
『
旧
城
山
町
の
地
名
』[

改
定
版]

第
４
図 
久
保
沢
地
区
地
名
位
置
図 

一
八
頁
）
を
載
せ
て
お
く
。 

 

な
お
、
高
瀬
舟
で
須
賀
や
柳
島
ま
で
下
る
の
に
六
時
間
、
上
る
に
は
半
日
か

か
っ
た
と
い
う
。
風
が
な
い
時
の
上
り
は
舵
を
操
る
船
頭
、
陸
で
綱
で
舟
を
上

げ
る
船
頭
、
そ
の
舟
が
川
岸
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
棒
を
あ
て
る
船
頭
の
三
人

が
乗
り
込
ん
で
い
た
。
積
載
量
は
三
ト
ン
と
い
う
。 

 

 [

参
考
資
料] 

未
刊
資
料
「
数
枚
の
紙
片
か
ら 

其
の
一
（
あ
た
み
湯
治
所
の
事
）
」 

藤
間
善
一
郎
筆 

昭
和
四
〇
年
一
月 

『
城
山
町
の
地
名
』
（
改
定
版
） 

平
成
一
三
年
城
山
町
教
育
委
員
会 

『
久
保
沢
こ
ぼ
れ
話
』
八
木
蔦
雨
著 

昭
和
四
二
年
城
山
町
郷
土
研
究
会 

『
城
山
町
史
』
三
資
料
編
❘
近
現
代 

平
成
五
年
城
山
町 

城
山
町
町
制
五
〇
年
記
念
『
町
史
の
窓
』
（
復
刻
版
） 

平
成
一
八
年
城
山
町
教
育
委
員
会
（
四
頁
参
照
） 

 
 

 

茅
ヶ
崎
か
る
た 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
島
幸
子 

 
 

  

い
ま
ど
き
正
月
に
、
凧
あ
げ
や
こ
ま
回
し
、
羽
根
つ
き
な
ど
を
し
て
遊
ん
で

い
る
光
景
を
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
。 

家
の
中
で
で
き
る
「
か
る
た
と
り
」
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。 

 

か
る
た
と
り
は
、
老
い
も
若
き
も
ひ
ら
が
な
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
遊
び
の
輪

の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
か
る
た
は
、
一
般
的
に
市
販
さ
れ
て
い

る
も
の
も
一
様
で
は
な
く
、
目
的
に
よ
っ
て
内
容
が
違
う
。 

 

こ
こ
で
は
、「
茅
ヶ
崎
か
る
た
」
に
つ
い
て
考
え
方
を
書
い
て
み
た
い
。
内
容

が
、
茅
ヶ
崎
に
つ
い
て
全
般
で
は
な
く
、
ま
た
、
茅
ヶ
崎
の
歴
史
に
限
っ
て
い

て
、
他
市
に
は
関
係
な
い
も
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
。 

 

か
る
た
の
体
裁
は
、
百
人
一
首
や

い
ろ
は
か
る
た
と
同
じ
で
、
読
み
札

と
そ
れ
に
照
ら
し
た
風
景
そ
の
他
の

絵
札
で
あ
る
。
手
本
が
な
く
、
だ
が

歴
史
に
忠
実
に
書
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
読
み
札
は
郷
土
会
の
過
去
の

資
料
を
元
に
、
絵
札
は
絵
心
の
あ
る

方
に
一
任
し
て
完
成
し
た
。 

 
出
来
上
が
っ
た
か
る
た
を
手
に
し

て
み
る
と
、
よ
く
ぞ
立
派
に
と
感
動

し
き
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
り
に
粗

末
に
は
扱
え
な
い
と
思
う
の
だ
が
、

か
と
い
っ
て
大
切
に
し
ま
っ
て
お
く

の
は
目
的
で
は
な
い
。
作
業
を
し
て

き
た
郷
土
会
が
中
心
に
な
っ
て
話
し
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合
っ
た
。 

 

ま
ず
、
小
中
学
校
に
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
届
け
た
。
市
内
の
歴
史
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
で
、
教
材
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
、
本
箱
の
片
隅
に
置
か
れ
た
ま

ま
だ
と
し
た
ら
、
残
念
で
あ
る
。 

 

日
ご
ろ
、
静
か
に
暮
ら
せ
て
い
る
茅
ヶ
崎
は
、
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
大

切
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
か
る
た
一
枚
一
枚
の
絵
を
な
が
め
る
と
、
そ
こ
に
は

自
分
が
ま
だ
生
ま
れ
て
き
て
い
な
い
過
去
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
五

十
枚
の
絵
で
足
り
な
か
っ
た
ら
、
茅
ヶ
崎
か
る
た
を
書
き
足
す
く
ら
い
の
迫
力

が
欲
し
い
で
は
な
い
か
。
か
る
た
に
は
市
民
に
対
し
て
愛
情
い
っ
ぱ
い
、
優
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
テ
レ
パ
シ
ー
を
感
じ
る
。 

 

「
か
る
た
会
を
し
た
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
毎
年
お
呼
び
が
か
か
る
公

民
館
が
あ
る
。
郷
土
会
の
係
の
者
が
喜
ん
で
行
く
。
か
る
た
の
箱
と
優
勝
者
へ

の
賞
状
を
持
っ
て
。 

 

地
元
の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
、
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
く

れ
る
。
自
治
会
長
も
来
ら
れ
て
子
供
た
ち
を
励
ま
す
。
か
る
た
も
喜
ん
で
は
ず

ん
で
い
る
よ
う
。
茅
ヶ
崎
市
以
外
か
ら
通
っ
て
来
て
い
る
高
齢
の
指
導
員
は
「
茅

ヶ
崎
の
昔
は
知
る
由
も
な
い
。
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
熱
心
に
遊
ん
で
く
れ

た
。
三
回
も
訪
ね
た
公
民
館
で
は
、
小
さ
な
子
供
た
ち
も
「
ぼ
く
に
読
ま
せ
て

よ
」
と
、
す
っ
か
り
か
る
た
大
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
広
が
っ
て

い
く
の
が
い
い
。
仲
良
し
ご
近
所
の
女
性
の
高
齢
者
が
、「
子
供
た
ち
は
来
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
学
び
ま
す
。
」
と
い
う
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
を
指
導
し
て
く
れ

る
。 

 

郷
土
会
の
係
の
者
は
、
お
呼
び
を
待
っ
て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
。 

 

と
こ
ろ
で
、
潮
騒
の
聞
こ
え
る
海
の
近
く
に
あ
る
Ｎ
中
学
校
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
お
う
と
い
う
祭
り
を
す
る
。
か
る
た
と
り
は
み
ん
な
輪

に
な
っ
て
、
読
み
札
を
順
番
に
読
み
上
げ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い

ろ
い
ろ
の
場
面
で
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
も
な
ご
や
か
に
一
日
を

楽
し
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
。
か
る
た
会
の
部
屋
に
い
く
と
「
ぼ
く
、
も
う
読

み
札
全
部
お
ぼ
え
ま
し
た
よ
。
」
と
誇
ら
し
げ
に
い
う
生
徒
。
中
学
二
年
生
だ
と

い
っ
て
い
た
の
で
も
う
一
回
は
会
え
る
。
校
長
先
生
は
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
つ
つ
教
育
を
し
て
い
る
。
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。 

 

下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
保
存
・
活
用 

第
二
回
学
習
会
（
四
月
二
十
四
日
）
に
参
加
し
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

羽
切
信
夫 

  

茅
ヶ
崎
市
発
行
の
「
公
報
茅
ヶ
崎
」（
平
成
二
十
八
年
四
月
十
五
日
号
）
に
「
国

指
定
史
跡 

下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
保
存
・
活
用
学
習
会
」
の
お
知
ら
せ
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
開
催

日
は
四
月
二
十
四
日
、
会
場
は
「
め
ぐ
み
の
子
幼
稚
園
」
（
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
）

で
茅
ヶ
崎
市
内
外
の
約
八
十
人
が
参
加
し
盛
会
で
し
た
。 

 

「
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
（
し
も
て
ら
お
か
ん
が
い
せ
き
ぐ
ん
）
」
は
多
く
の
市

民
や
「
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
」
ら
の
熱
烈
な
運
動
の
結
果
、
平
成
二
十
七

年
三
月
十
日
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
遺
跡
で
、
今
か
ら
約
千
三
百
年
前
の

古
代
遺
跡
で
す
。
官
衙
と
は
役
所
の
こ
と
で
、
古
代
に
お
け
る
相
模
国
高
座
郡

（
さ
が
み
の
く
に
た
か
く
ら
ぐ
ん
）
」
に
位
置
す
る
茅
ヶ
崎
市
で
発
見
さ
れ
た
こ

の
遺
跡
は
、
高
座
郡
の
役
所
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
第
二
回
学
習
会
で
は
、 

（
一
）
下
寺
尾
遺
跡
群
保
存
・
活
用
に
つ
い
て 

 

石
井 

亨
課
長
（
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

史
跡
・
文
化
資
料

館
整
備
担
当
課
長
）
が
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
茅
ヶ
崎

市
は
「
遺
跡
群
の
本
質
と
価
値
の
理
解
を
深
め
、
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
・

有
識
者
と
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
保
存
・
活
用
学
習
会
を
開
催
し
た
」
と

説
明
し
ま
し
た
。 

（
二
）
茅
ヶ
崎
市
民
話
の
会
が
「
民
話 

七
堂
伽
藍
」
を
上
演
し
ま
し
た
。
有

意
義
な
朗
読
で
し
た
。 

（
三
）
七
堂
伽
藍
跡
に
つ
い
て 
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大
村
浩
司
職
員
（
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
が
下
寺
尾
廃
寺
（
七

堂
伽
藍
跡
）
に
は
、
今
か
ら
五
十
九
年
前
に
建
て
ら
れ
た
「
七
堂
伽
藍
」
碑
が

あ
る
と
、
説
明
し
ま
し
た
。 

（
四
）
史
跡
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て 

 

近
藤
英
夫
氏
（
茅
ヶ
崎
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
元
東
海
大
学
教
授
）

か
ら
今
後
の
保
存
と
活
用
は
、
茅
ヶ
崎
市
や
神
奈
川
県
の
行
政
担
当
局
の
努
力

と
と
も
に
市
民
や
有
識
者
の
今
後
の
努
力
が
必
要
だ
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 

茅
ヶ
崎
市
の
遺
跡
群
の
保
存
と
活
用
方
針 

 

本
遺
跡
群
は
、
茅
ヶ
崎
市
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
財
産
と
し
て
後
世
へ
の
継
承
を
図
り
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
観
光
や
景
観
保
全
に
も
利
用
し
な
が
ら
、
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

茅
ヶ
崎
市
の
取
り
組
み 

 

茅
ヶ
崎
市
で
は
史
跡
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
地
権
者
の
ご
協
力
を
得
て
指

定
地
の
公
有
化
や
追
加
指
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度

の
史
跡
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
の
計
画
を
ま
と
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
遺
跡
群

に
関
す
る
調
査
研
究
を
継
続
し
、
遺
跡
見
学
会
や
講
座
・
学
習
会
な
ど
の
公
開

普
及
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

以
上
の
報
告
及
び
説
明
の
後
、
質
疑
・
自
由
討
議
が
行
わ
れ
三
人
が
質
問
意

見
を
行
い
ま
し
た
。 

（
羽
切
）
①
県
立
茅
ヶ
崎
北
陵
高
等
学
校
の
移
転
先
に
つ
い
て
生
徒
の
教
育
環

境
も
考
慮
し
て
、
神
奈
川
県
及
び
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
に
も
っ
と
積
極
的
に

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

（
石
井
整
備
担
当
課
長
）
関
係
者
の
方
々
と
積
極
的
に
折
衝
し
て
い
る
が
具
体

的
な
内
容
は
今
日
の
段
階
で
は
発
表
で
き
な
い
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
茅
ヶ
崎
市
民
も
「
下
寺
尾
官
衙
遺
跡
群
」
を
一
体
的
に
国
指
定
史
跡

と
し
、
本
格
的
な
保
存
と
整
備
を
実
施
し
て
、
国
民
共
有
の
歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
将
来
に
わ
た
り
保
存
、
公
開
で
き
る
よ
う
文
化
庁
や
神
奈
川
県
・
神
奈

川
県
教
育
委
員
会
な
ど
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
県
立
茅
ヶ
崎
北
陵
高
等
学
校
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
た
ち

の
教
育
環
境
整
備
の
た
め
、
県
や
県
教
育
委
員
会
に
も
っ
と
積
極
的
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
茅
ヶ
崎
市
も
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。 

 

第
二
百
七
十
四
回
史
跡
め
ぐ
り 

源 
 

邦 

章 

日
時 

 

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
（
月
） 

 

参
加
者 

十
四
名 

コ
ー
ス 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
編
（
№
１
） 

 
 

 
 

 
 

「
源
頼
朝
と
御
家
人
た
ち
」
（
鎌
倉
市
） 

 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
本
年
の
史
跡
め
ぐ
り
は
「
相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
」
と
題

し
て
、
旧
相
模
国
内
の
御
家
人
、
そ
の
中
で
も
桓
武
平
氏
出
身
で
平
良
文
を
祖

（
と
い
わ
れ
て
い
る
）
と
す
る
坂
東
八
平
氏
の
子
孫
を
巡
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
昨
年
の
勉
強
会
で
会
員
で
あ
る
小
島
敏
夫
氏
に
よ
る
「
相
模

の
も
の
の
ふ
た
ち
」
の
講
演
で
し
た
。
詳
細
な
る
講
演
で
一
気
に
相
模
の
御
家

人
に
関
心
が
高
ま
り
、
今
回
の
史
跡
め
ぐ
り
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
ま
し
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
相
模
の
御
家
人
の
内
、
平
良
文
（
資
料
に
よ
っ
て
は
異
な
り
ま
す

が
）
を
祖
と
す
る
一
派
を
抽
出
し
ま
し
た
。
即
ち
三
浦
半
島
の
三
浦
氏
・
和
田

氏
、
湯
河
原
の
土
肥
氏
、
寒
川
の
梶
原
氏
、
平
塚
の
岡
崎
氏
・
土
屋
氏
等
の
城

跡
・
館
跡
を
巡
る
予
定
で
す
。
本
日
の
第
一
回
目
は
御
家
人
の
根
拠
地
鎌
倉
を

巡
り
、
鎌
倉
幕
府
の
所
在
地
三
か
所
や
鶴
岡
八
幡
宮
、
鎌
倉
に
お
け
る
御
家
人

の
屋
敷
跡
を
巡
り
ま
す
。 

 
雨
で
一
週
間
延
び
た
六
月
六
日
（
月
）
九
時
に
茅
ヶ
崎
駅
を
出
発
、
鎌
倉
に

向
か
い
ま
し
た
。
鎌
倉
駅
東
口
か
ら
歩
き
始
め
、
最
初
は
三
か
所
の
鎌
倉
幕
府

跡
を
巡
り
ま
し
た
。
ま
ず
①
宇
津
宮
辻
子
幕
府
旧
蹟
で
す
。
こ
こ
は
鎌
倉
幕
府

二
番
目
に
置
か
れ
た
場
所
で
す
。
源
実
朝
暗
殺
後
の
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）

執
権
北
条
泰
時
が
京
都
よ
り
新
将
軍
を
迎
え
た
時
、
後
述
の
大
蔵
の
地
よ
り
移

さ
れ
た
。
こ
の
地
で
「
御
成
敗
式
目
」
が
制
定
さ
れ
た
。
十
一
年
後
の
嘉
禎
二

年
（
一
二
三
六
）
に
若
宮
大
路
に
幕
府
は
移
り
ま
し
た
。
②
若
宮
大
路
幕
府
旧
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蹟
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
年
建
武
三
年
（
一
三
三
三
）
ま
で
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
行
っ
た
の
は
④
大
蔵
幕
府
旧
蹟 

③
西
御
門 

⑤
東
御
門
で
し
た
。
こ

こ
は
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
最
初
の
地
で
す
。
頼
朝
の
館
の
中
に
置

か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
範
囲
は
東
西
約
二
百
七
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
百
二

十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
西
御
門
（
に
し
み
か
ど
）
、
東
御
門
（
ひ
が
し
み
か
ど
）
が

そ
れ
ぞ
れ
の
門
の
所
在
地
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
源
頼
朝
が
創
建
し
、
和
田
合
戦
の
折
に
は
源
実
朝
が
和
田
方
の
攻

撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
籠
り
、
宝
治
合
戦
に
は
三
浦
一
族
五
百
余
人
が
討
ち
死

に
し
た
⑥
法
華
堂
跡
を
見
学
、
そ
の
後
⑦
源
頼
朝
の
墓
と
い
わ
れ
る
墓
及
び
鎌

倉
幕
府
草
創
期
の
文
筆
官
僚
⑧
大
江
広
元
の
墓
を
巡
り
ま
し
た
。
大
江
広
元
は

源
家
滅
亡
後
も
北
条
一
族
と
結
び
つ
き
、
幕
府
内
の
重
要
な
一
員
と
な
り
そ
の

子
孫
は
毛
利
元
就
に
続
い
て
い
ま
す
。 

最
後
に
⑨
鶴
岡
八
幡
宮
に
到
着
し
ま
し
た
。
当
初
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）

源
頼
義
が
京
都
・
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
勧
請
し
て
由
比
に
若
宮
を
造
営
、
そ
れ

を
頼
朝
が
鎌
倉
入
り
後
現
在
の
地
に
遷
座
し
ま
し
た
。
頼
朝
は
大
庭
景
義
に
命

じ
て
社
殿
の
整
備
を
さ
せ
ま
し
た
。
祭
神
は
応
神
天
皇
・
比
売
大
神
・
神
功
皇

后
で
す
。
こ
こ
で
昼
食
を
摂
り
更
に
八
幡
宮
を
見
学
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
郷
土
会
関
係
の
行
事 

 

史
跡
め
ぐ
り 

第
二
七
六
回 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
③ 

 
 

九
月
二
八
日
（
水
） 

土
肥
実
平
と
石
橋
山 

第
二
七
七
回 

相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
④ 

 
 

一
一
月
二
四
日
（
木
）
梶
原
景
時
館
跡
と
田
村
館
跡 

☆
集
合
時
間
と
場
所 

午
前
八
時
五
〇
分
・
茅
ヶ
崎
駅
改
札
口
前 

 

郷
土
民
俗
歴
史
勉
強
会 

 
 

第
三
回 

日
時 

一
二
月
一
八
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら 

 
 

 
 

 
 

場
所 

茅
ヶ
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
議
室
Ａ
・
Ｂ
（
予
定
） 

 
 

 
 

 
 

講
師 

茅
ヶ
崎
市
職
員 

平
山
孝
通
氏
「
茅
ヶ
崎
の
寺
子
屋
」 

 

茅
ヶ
崎
市
内
史
跡
巡
り 

一
〇
月
一
二
日
（
水
）
午
前
九
時 

茅
ヶ
崎
駅
改
札
口
前
集
合 

奈
良
時
代 
 

香
川
駅
か
ら
七
堂
伽
藍
跡
と
高
座
郡
衙
跡 

 

一
一
月
二
八
日
（
月
）
集
合
の
時
間
・
場
所
は
同
じ 

鎌
倉
時
代 

 

矢
畑
本
社
丘
・
本
社
宮
・
円
蔵
神
明
大
神
・
輪
光
寺 

 

一
二
月
一
三
日
（
火
）
集
合
の
時
間
・
場
所
は
同
じ 

鎌
倉
時
代 

 

源
氏
一
族
と
茅
ヶ
崎
（
南
湖
・
浜
之
郷
・
下
町
屋
） 

 

 

月
例
勉
強
会 

於 

高
砂
コ
ミ
セ
ン
（
予
定
）
、
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら 

九
月
二
一
日
（
水
）
茅
ヶ
崎
の
縄
文
時
代
② 

 
 

講
師
富
永
富
士
雄
氏 

一
〇
月
一
六
日
（
日
）
茅
ヶ
崎
市
の
町
村
制
の
変
遷 

講
師
平
山
孝
通
氏 

一
一
月
一
六
日
（
水
）
茅
ヶ
崎
の
寺
社
⑦
「
平
塚
八
幡
宮
縁
起
」 

 
 

 
 

 

講
師
平
野
文
明 

関
係
行
事
の
問
い
合
わ
せ
先 

源 

邦
章 

（
０
８
０
―
６
７
８
４
―
３
０
８
８
） 

 
 

 

平
野
文
明 

（
０
９
０
―
８
１
７
３
―
８
８
４
５
） 

 

編
集
を
終
え
て 

 

八
月
二
十
二
日
、
台
風
九
号
が
や
っ
て
き
た
。
本
当
な
ら
や
っ
て
き
て
欲
し

く
な
い
も
の
な
の
だ
が
。
終
日
降
り
込
め
ら
れ
て
、
強
雨
と
強
風
を
気
に
し
な

が
ら
、
こ
の
一
三
七
号
版
下
の
仕
上
げ
に
追
わ
れ
た
。 

 

近
辺
の
被
害
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
少
な
く
て
済
ん
で
い
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
市
内
の
指
定
文
化
財
の
中
で
、
ま
ず
気
に
か
か
っ
た
の
は
鶴
嶺
八
幡
社

参
道
の
松
並
木
の
こ
と
だ
っ
た
。
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
心
配
と
、
関
係

の
方
々
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 
さ
さ
や
か
な
機
関
誌
で
す
が
、
編
集
員
は
坂
井
源
一
、
西 

輝
幸
、
原 

俊
一
、

誉
田
雅
彦
、
前
田
照
勝
、
源 

邦
章
、
加
え
て
、
長
年
、
編
集
責
任
を
勤
め
ら
れ

た
名
和
稔
雄
さ
ん
に
代
わ
っ
た
平
野
文
明
で
す
。
名
和
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

と
い
い
つ
つ
、
皆
様
方
の
投
稿
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
平
野
） 


